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地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
蓮
田
市
都

市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
、
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
引
用
法
令
の
項
ず
れ
に

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が

長
期
化
す
る
中
、
国
の
事
業
に
よ
る
「
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
」
を
行
う
た
め
、

関
係
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
２
１
０
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
蓮
田
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
個
人
市
民
税
の
税
務
書

類
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
者
や
公
的
年
金
支
払
者

が
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
す
る
方
法
の
見
直
し
、
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
市
が
定
め
る
課
税
標
準
の

特
例
措
置
で
あ
る「
わ
が
ま
ち
特
例
」の
見
直
し
、

そ
の
他
、
引
用
法
令
の
項
ず
れ
に
伴
い
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

議長就任あいさつ

市
長
提
出
議
案

蓮
田
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

議
案
第
35
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

蓮
田
市
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正

議
案
第
36
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
蓮
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
37
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

６月定例会
会期 ６/４㊎ ▼　６/28㊊

令
和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
ど
な

11
議
案
を
承
認
・
可
決
・
同
意

　

令
和
３
年
６
月
定
例
会
は
、
去
る
６
月
４
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
な
ど
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
蓮
田
市
こ
ど

も
医
療
費
助
成
条
例
及
び
蓮
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
な
ど
８
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て「
蓮
田
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」、「
蓮

田
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
令
和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）」
の
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
関
す
る
請
願
」
及
び
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
改
定
に
伴

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
を
高
め
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
」
は
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

制
度
改
正
の
内
容
は
、
資
格
確
認
の
方

法
を
改
め
る
も
の
で
、
改
正
前
は
「
受
給
資
格
者

は
、
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
被
保
険

者
証
、
組
合
員
証
又
は
加
入
者
証
及
び
受
給
資
格

者
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
っ
た

も
の
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
加
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

カ
ー
ド
の
利
用
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
拡
大
す

れ
ば
、
所
得
や
資
産
、
医
療
や
教
育
な
ど
の
膨
大

な
デ
ー
タ
が
政
府
に
集
中
し
、
国
家
に
よ
る
個
人

情
報
の
管
理
が
進
む
こ
と
に
つ
な
が
る
。
日
本
共

産
党
は
カ
ー
ド
利
用
の
拡
大
に
反
対
す
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
５
０
２
６
万
４
０
０
０
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
８
６
億
６
３
８
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
事
業
を

営
む
中
小
企
業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と

し
て
の
公
園
の
ト
イ
レ
等
を
改
修
す
る
た
め
の
経

費
を
計
上
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
を
利
用
し

た
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
の
経

額
を
１
８
３
億
１
３
５
３
万
６
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

内
閣
府
令
で
定
め
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る

諸
記
録
の
作
成
、
保
存
等
に
つ
い
て
、
電
磁
的
な

記
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
加
え
る
こ
と

や
、
国
の
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ

効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
39
号　
蓮
田
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
蓮
田
市
議
会
に

対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
初
日
（
６
月
４
日
）、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、

齋
藤
昌
司
・
高
橋
健
一
郎
が
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

職
責
の
重
さ
に
身
に
余
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を
担
保
す
る
た

め
、
最
善
の
対
策
を
蓮
田
市
と
市
議
会
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
蓮
田
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
日
々
変
化
し
て
お

り
、
社
会
福
祉
問
題
・
生
活
環
境
問
題
・
教
育
問
題
等
、
蓮
田
市
政

発
展
の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

市
民
と
共
に
歩
む

市
議
会
を
目
指
し
て

議　

長
　

齋
藤　

昌
司

副
議
長

　

高
橋
健
一
郎

正副議長選挙の結果
　今定例会の初日に、中野政廣議長と
鈴木貴美子副議長の辞任に伴い、正副
議長の選挙が行われました。投票の結
果、第32代議長に齋藤昌司議員が、第
33代副議長に高橋健一郎議員が選出
されました。
　選挙結果は、次のとおりです。
●議長選挙
齋藤　昌司議員（はすだ政和会）15票
栗原　　勇議員（日本共産党）　５票
　選挙の出席議員20名、投票総数20
票。投票総数のうち有効投票は20票で
した。
●副議長選挙
高橋健一郎議員（公明党）　　　15票
船橋由貴子議員（日本共産党）　５票
　選挙の出席議員20名、投票総数20
票。投票総数のうち有効投票は20票で
した。

正副議長就任にあたって

議
案
第
38
号　
蓮
田
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
40
号　
蓮
田
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
及
び
蓮
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
用
拡
大
に
反
対

反対討論新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
の
経
費
等
を
計
上

議
案
第
41
号　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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費
を
計
上
。

　

ま
た
、
防
災
・
安
全
交
付
金
を
利
用
し
た
黒
浜

緑
地
整
備
の
た
め
の
経
費
な
ど
を
計
上
。

　

議
案
第
41
号
の
介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
は
、
議
案
第
42
号
の
電
算
処
理
業
務

委
託
費
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

改
修
内
容
は
、
介
護
施
設
利
用
者
の
食
費
分
負

担
限
度
額
を
上
げ
る
こ
と
。ま
た
、高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
上
限
額
を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
改
正
の

主
旨
は
、
負
担
の
公
平
性
と
の
こ
と
だ
が
、
利
用

料
の
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
は
利
用
の
抑
制
を
招

き
、
か
え
っ
て
重
症
化
に
な
り
か
ね
な
い
。
よ
っ

て
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

民
生
文
教
委
員
会
や
一
般
質
問
で
も
指

摘
し
た
が
、
5
月
31
日
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
国
が
約
20
％
に
対
し
て
蓮
田
市
は
約
12
％
で
、

大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
64
歳
以
下
の
ク
ー
ポ
ン
券

発
送
に
つ
い
て
も
、
委
員
会
で
は
時
期
を
明
言
で

き
ず
、
そ
の
約
10
日
後
に
は
発
送
す
る
と
い
う
見

通
し
の
な
さ
で
は
、
き
ち
ん
と
事
業
執
行
で
き
る

か
大
変
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
本
予
算
で
は
商
品

券
や
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
が
な
く
事
業
者
支
援
も

不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
予
算
を
否
決
し
て
、

事
業
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
不
十
分

だ
が
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
９
５
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
55
億
８
４
３
８
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
い
、
電

算
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

介
護
保
険
業
務
経
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

蓮
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
引
用
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
が
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
の
受
託
に
よ
る
徴
収
方
法
に

変
わ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
事
務
に
係
る
規
定
を
削

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
蓮
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改

正
及
び
蓮
田
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
引
用
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
個
人
情
報
訂
正
時
の

提
出
先
を
、
総
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
変

更
す
る
改
定
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
名
目
で
、
個
人
情

報
を
全
て
総
理
大
臣
に
集
中
さ
せ
る
国
家
的
な
仕

組
み
で
あ
り
、
こ
の
国
を
超
中
央
集
権
国
家
に
大

き
く
様
変
わ
り
さ
せ
る
危
険
な
改
変
で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
を
匿
名
化
し
て
民
間
事
業

へ
提
供
す
る
制
度
に
基
づ
く
た
め
、
個
人
の
権
利

利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た
、
市
の
個
人

情
報
保
護
条
例
の
目
的
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

本
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
６
０
万
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
１
８
６
億
８
８
４
０
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
国
庫
支
出
金
を
受
け
て
、
歳
出
で
は
、

緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
を
利
用
で
き
な
い

世
帯
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
生
活
困
窮
世
帯

に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
を
支
給
す
る
事
業
に
係
る
経
費

を
計
上
。

　

本
予
算
の
中
核
と
な
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
総
合
支
援
資
金
の
再
貸

付
を
利
用
し
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
支
給
要
件
と

な
っ
て
い
る
が
、
貸
付
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
私
が
指
摘

す
る
ま
で
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
制
度
の
周

利
用
抑
制
を
招
く
負
担
限

度
額
引
き
上
げ
に
反
対

　　反対討論41号
42号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
に
係
る
経
費
を
計
上

議
案
第
45
号　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

対
策
不
十
分
な
予
算
で
、

追
加
対
策
を
求
め
る

賛成討論

介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
を
計
上

議
案
第
42
号　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
44
号　
蓮
田
市
手
数
料
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

個
人
の
権
利
利
益
を
侵
す
恐

れ
の
あ
る
改
定
に
は
反
対

反対討論

困
窮
者
支
援
の
制
度
を
も
っ
と
周
知

し
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対
策
を

賛成討論

■
■

市
長
の
行
政
報
告
■
■

　

今
定
例
会
に
お
け
る
市
長
か
ら
の
行

政
報
告
は
18
件
で
、次
の
と
お
り
で
す
。

１　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

２　

�

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て

３　

�

東
日
本
大
震
災
関
連
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て

４　

�

令
和
２
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

５　

�

令
和
２
年
度
末
の
休
日
に
お
け
る
市
役
所

窓
口
の
一
部
開
庁
の
結
果
に
つ
い
て

６　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

７　

�

山
ノ
神
沼
の
私
有
地
部
分
の
用
地
取
得
に

つ
い
て

８　

�

蓮
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
フ

ル
化
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

９　

�

蓮
田
駅
西
口
再
開
発
事
業
の
完
了
に
つ
い

て

10　

�

蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ

い
て

11　

�

令
和
２
年
度
蓮
田
市
定
例
監
査
兼
行
政
監

査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て

12　

�

蓮
田
市
の
未
来
を
語
る
子
ど
も
議
会
に
つ

い
て

13　

�

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー　

プ
レ
ッ
ク

ス
・
キ
ッ
ズ
の
開
設
に
つ
い
て

14　

�

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ

い
て

15　

�

民
法
改
正
後
の
成
人
式
の
実
施
に
つ
い
て

16　

�

国
指
定
史
跡
黒
浜
貝
塚
第
７
期
整
備
工
事

に
つ
い
て

17　

�

子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
文
部

科
学
大
臣
表
彰
に
つ
い
て

18　

�

各
部
の
主
な
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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国
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
高
い

目
標
を
掲
げ
る
か
ら
こ
そ
、
コ
ス
ト
削
減
や
発
電

効
率
上
昇
へ
の
研
究
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。

　

日
本
の
今
の
目
標
値
は
、
世
界
主
要
国
と
比
べ

る
と
あ
ま
り
に
も
低
い
も
の
で
あ
る
。
請
願
に
掲

げ
る
目
標
は
、
既
に
実
践
も
あ
り
、
決
し
て
非
現

実
的
で
は
な
い
。
近
年
の
自
然
災
害
は
私
た
ち
の

身
に
差
し
迫
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
気
候
変
動
へ
の

対
応
に
間
に
合
わ
な
い
。
今
こ
そ
国
へ
意
見
書
を

出
す
べ
き
で
あ
る
。

　

趣
旨
採
択
で
は
意
見
書
が
提
出
で
き
な
い
。
日

本
共
産
党
は
趣
旨
採
択
に
反
対
し
、
請
願
の
採
択

を
求
め
る
。

①　

人
類
生
存
の
観
点
、
即
ち
CO2
削
減
は

全
人
類
共
通
の
課
題
で
議
論
の
余
地
が
な
い
。

②　

国
益
の
観
点
、
即
ち
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
は
資
源
の
な
い
日
本
に
と
っ
て
は
生
命
線
で

あ
り
、
こ
れ
を
せ
ず
枯
渇
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入

し
CO2
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
合
理
性
に
欠
け
る
。

③　

地
方
自
立
の
観
点
、
即
ち
政
府
方
針
は
地
方

政
府
へ
上
意
下
達
で
流
れ
る
が
、
こ
れ
を
逆
潮
流

と
し
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
政
策
の
歪
み
を
是
正
す
る
こ

と
、
及
び
地
方
の
自
立
の
観
点
か
ら
。

知
に
つ
い
て
不
十
分
だ
。
こ
れ
で
は
、
制
度
を
知

ら
ず
利
用
し
て
い
な
い
対
象
市
民
も
い
る
と
思
わ

れ
る
。
私
の
質
疑
に
対
し
て
、
市
長
か
ら
今
後
は

市
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
心
掛
け
た
い
と
い
う
趣

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
市
政
を

期
待
し
て
賛
成
す
る
。

る
。多
く
の
国
民
は
核
兵
器
廃
絶
を
願
っ
て
お
り
、

国
が
国
民
の
声
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
核
に
依
存

し
な
い
安
全
保
障
政
策
を
確
立
す
べ
き
。

　

日
本
共
産
党
は
、
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る

蓮
田
市
の
議
会
と
し
て
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
。

　
　

蓮
田
市
綾
瀬
15
－
12　

小
林　

洋
子

ほ
か　
　
５
名

記
名
押
印
５
名

要
旨

　

２
０
３
０
年
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

改
定
に
あ
た
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力

目
標
を
高
め
、
主
力
電
力
化
の
実
現
に
む
け
、
意

見
書
を
蓮
田
市
議
会
か
ら
国
会
に
提
出
す
る
こ
と

を
請
願
し
ま
す
。

審
査　

建
設
経
済
委
員
会
付
託

　

紹
介
議
員
よ
り
趣
旨
説
明
を
受
け
、
審
査
を

行
っ
た
。
委
員
よ
り
「
電
力
の
消
費
者
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
を
負
担
し
て

い
る
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
比
率
を
60
％
に
し
た
時
の
賦
課
金
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
」
と
の
紹
介
議
員
へ
の
質
疑
に

対
し
、「
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
政
策
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
た
め
、
こ
こ
で
は
っ
き
り

し
た
こ
と
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
上
が
る
可

能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
際
、
委
員
か
ら
趣
旨
採
択
を
求
め
る
動

議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
を
も
っ
て
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
趣
旨
採
択
】

　
　

蓮
田
市
東
５
－
８
－
７
－
５
０
６

は
す
だ
９
条
の
会　

代
表　

山
口　

隆

　
　

蓮
田
市
桜
台
３
－
７
－
10

　
　
　

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
岩
槻
蓮
田
支
部

　

支
部
長　

中
山　

弘
明

　
　

蓮
田
市
関
山
２
－
８
－
31

　
　
　

新
日
本
婦
人
の
会
蓮
田
支
部

　

支
部
長　

鈴
木　

三
代
子

　
　

蓮
田
市
桜
台
２
－
14
－
10

　
　
　

全
日
本
年
金
者
組
合
蓮
田
支
部

　

支
部
長　

鈴
木　

益
邦

　
　

蓮
田
市
関
山
２
－
２
－
26

　
　
　

日
本
国
民
救
援
会
埼
玉
県
本
部
蓮
田
支
部

　

代
表
者　

大
野　

興
一

　
　

蓮
田
市
馬
込
３
－
１
０
９

　
　
　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
・
蓮
田
支
部

　

支
部
長　

髙
岩　

増
子

　
　

蓮
田
市
黒
浜
４
１
４
７

請

願

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
２
件
で
、
所

管
の
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合
東
埼
玉
病
院
支
部

　

支
部
長　

鈴
木　

亜
衣
奈

要
旨

　

核
兵
器
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
禁
止
す
る

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
・
発
効
に
よ
り
、
核
兵

器
は
歴
史
上
初
め
て
国
際
法
的
に
も
道
義
的
に
も

許
さ
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
当
条
約
は
、
被
爆

者
や
核
実
験
被
害
者
へ
の
援
助
を
行
う
責
任
も
明

記
さ
れ
、
国
民
の
切
望
で
あ
る
核
兵
器
完
全
廃
絶

に
つ
な
が
る
画
期
的
な
条
約
で
あ
る
。米
国
の「
核

の
傘
」に
安
全
保
障
を
委
ね
て
い
る
日
本
政
府
は
、

当
条
約
に
背
を
向
け
続
け
て
い
る
。態
度
を
改
め
、

条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
は
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
全
面
禁
止
に
向
け
真
剣
に

努
力
す
る
証
と
な
る
。
蓮
田
市
議
会
と
し
て
意
見

書
を
日
本
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

審
査　

総
務
委
員
会
付
託

　

紹
介
議
員
よ
り
趣
旨
説
明
を
受
け
、
審
査
を

行
っ
た
。
委
員
よ
り
「
核
保
有
国
や
核
の
傘
に
守

ら
れ
て
い
る
国
々
が
こ
の
条
約
に
参
加
し
て
い
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
」
と
の

紹
介
議
員
へ
の
質
疑
に
対
し
、「
核
抑
止
に
よ
る

平
和
維
持
は
、
相
互
不
信
と
恐
怖
が
両
国
間
に
横

た
わ
り
、
互
い
の
国
民
な
ど
を
人
質
と
し
て
脅
迫

し
合
っ
た
中
で
保
た
れ
る
も
の
で
、
本
来
の
平
和

と
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
ま
す
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
採
決
の
際
、
委
員
か
ら
趣
旨
採
択
を
求

め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、こ
れ
を
採
決
し
た
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
趣
旨
採
択
】

　

趣
旨
採
択
の
理
由
は
「
国
が
条
約
に
署

名
・
批
准
し
な
い
立
場
だ
か
ら
」
だ
が
、
逆
で
あ

請
願
第
１
号　
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
関
す
る
請
願

意
見
書
提
出
で
き
な
い
趣
旨
採
択

に
反
対
し
、
請
願
採
択
を
求
め
る

賛成討論

請
願
第
２
号　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
改
定

に
伴
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
を

高
め
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願

今
こ
そ
国
へ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

の
割
合
を
高
め
る
意
見
書
提
出
を
す
べ
き

賛成討論

３
つ
の
観
点
か
ら
賛
成
す
る

賛成討論
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後列左より　高橋健一郎　　木佐木照男
　　　　　　中野　政葊
前列左より　榎本　菜保　◎勝浦　　敦
　　　　　○山田慎太郎

　総合政策部、総務部、会計室、蓮田駅西口行政
センター、議会事務局、行政委員会、消防本部が
所管する議案・請願などの審査や調査を行います。

　環境経済部、農業委員会、都市整備部、上下
水道部が所管する議案・請願などの審査や調査
を行います。

　議会運営を適正・円滑に行うために、会期の
決定や議事日程などを協議します。

　健康福祉部、教育委員会（学校教育部・生涯
学習部）が所管する議案・請願などの審査や調
査を行います。

総
務
委
員
会（
定
数
６
人
）

後列左より　菊池　義人　　齋藤　昌司
　　　　　　北角　嘉幸　　近藤　純枝
前列左より　湯谷百合子　◎栗原　　勇
　　　　　○山田　孝夫

民
生
文
教
委
員
会（
定
数
７
人
）

後列左より　船橋由貴子　　福田　聖次
　　　　　　関根　香織　　森　伊久磨
前列左より　石川　誠司　◎鈴木貴美子
　　　　　○秦　　邦雄

建
設
経
済
委
員
会（
定
数
７
人
）後列左より　森　伊久磨　　榎本　菜保

　　　　　　福田　聖次　　山田　孝夫
前列左より　中野　政葊　◎木佐木照男
　　　　　○関根　香織

議
会
運
営
委
員
会（
定
数
７
人
）

蓮田白岡衛生組合議会議員（定数６人）　�湯谷百合子、山田孝夫、山田慎太郎、秦邦雄、
石川誠司、栗原勇

埼葛斎場組合議会議員（定数３人）　鈴木貴美子、近藤純枝、木佐木照男
一部事務組合

（◎は委員長、○は副委員長）

常任委員会など議会構成決まる

　市監査委員２名のうち、議会選出の監査委員・勝浦敦氏の退職に伴い、後
任として中野政葊氏を選任することについて同意を求められたものです。
　中
なか
野
の
　政

まさ
葊
ひろ
氏／71歳

議会選出の監査委員に中野政葊氏を選任 議　案
第43号
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更
な
る
飛
躍
を　

蓮
田
市
議
会

　

去
る
６
月
４
日
の
議
会
を
も
っ
て
、
正
副
議

長
を
辞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
６
月
に
就
任
し
て
以
来
２
年
間
、
議

長
、
副
議
長
の
重
責
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
議
員
各
位
の
皆
様
、
中

野
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
の
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

何
よ
り
も
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
と

し
て
は
、
就
任
早
々
、
埼
玉
県
第
４
区
市
議
会

議
長
会
の
会
長
と
し
て
、
議
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
第
４
区

内
の
各
市
議
会
議
長
間
と
の
人
間
関
係
も
深

め
、情
報
交
換
等
が
で
き
た
こ
と
は
、私
に
と
っ

て
は
大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ま
た
、
蓮
田
駅
西
口
再
開
発
ビ
ル
が
完

成
し
、
令
和
３
年
３
月
に
は
西
口
行
政
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
こ
の
先
蓮
田
駅

周
辺
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。２
年
間
大
変
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

前　議　長
中野　政葊

前副議長
鈴木貴美子

正副議長退任にあたって

　会派とは、主義主張を同じくする議員が集まりつくられ
たグループのことです。
　現在の各会派及び構成議員は、次のとおりです。

（会派結成届出順　◎は代表者　他は議席順）
■公明党（２人）
◎鈴木貴美子、山田孝夫
■日本共産党（３人）
◎栗原勇、榎本菜保、船橋由貴子
■市民クラブ（３人）
◎菊池義人、木佐木照男、秦邦雄
■初心の会（２人）
◎福田聖次、湯谷百合子
■はすだ政和会（５人）
◎石川誠司、近藤純枝、関根香織、山田慎太郎、
　中野政葊
■蓮田志士の会（２人）
◎勝浦敦、森伊久磨
■会派に所属しない議員（３人）
　齋藤昌司（議長）　　高橋健一郎（副議長）
　北角嘉幸（無会派）
　なお、正副議長は、自分の所属する党・会派の利益や政
策にとらわれない公平な立場にありますので、会派には所
属していません。

会派の状況をお知らせします

　全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会の各定期総
会において、勝浦敦議員及び栗原勇議員が在職10年以上
の永年勤続議員として、表彰されました。今定例会最終
日の本会議において、表彰状の伝達が行われました。

勝浦 敦議員 栗原 勇議員

永年勤続議員
２人が表彰

議会活性化会議における取り組むテーマの検討について
　検討及び各項目の進捗状況について主なものを次のとおり中間報告する。
（１）優先的に検討するもの
①議会における災害時の議員行動の策定
　令和２年９月に、蓮田市議会として、災害発生時の対応等を定めた「蓮田市議会における災害発生時の対応要領」と「対
応マニュアル」を策定した。
　災害発生時の市議会及び議員の役割や、具体的な行動等を定めている。
②議員が審議会等の委員になること及び報酬等を受け取ることの是非についての検討
　議員が審議会等の委員になることについては、任意であることを確認し、令和２年12月定例会に条例の一部改正案を
上程し、原案のとおり可決した。これにより、蓮田市議会の議員が、日額により報酬の額を定められている特別職の職員
を兼ねるときの報酬を受け取らないこととした。
（２）その他議会改革の取り組みについて
①委員会録の公開
　各委員会の会議録について、本会議と同様に、ホームページで閲覧できるように公開に向けた準備を進めることとした。
②政務活動費の検討（ネット公開含む）
　政務活動費については、議長へ提出する収支報告書を、令和２年度分からホームページで公開することとした。
③議会基本条例の検討
　議会基本条例に関する項目については、引き続き、鋭意検討を進めている。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告


